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機
関
は
、
法
人
格
を
有
す
る
も
の
と
し
、
各
締
約
国
の
領
域
に
お
い
て
、
そ
の
任
務
の
遂
行
及
び
こ
の
条
約
の
目

的
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
法
律
上
の
能
力
を
有
す
る
。
締
約
国
の
領
域
に
お
け
る
機
関
及
び
そ
の
職
員
の
特
権
及

び
免
除
は
、
機
関
と
当
該
締
約
国
と
の
間
の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。

４

機
関
の
公
用
語
は
、
英
語
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
す
る
。

５

機
関
の
本
部
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
に
置
く
。

第
六
条

委
員
会

１

各
締
約
国
は
、
委
員
会
の
構
成
国
と
な
る
。

２

各
構
成
国
は
、
委
員
会
に
対
し
一
人
の
代
表
を
任
命
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
代
表
は
、
代
表
代
理
及
び
顧
問
を
伴

う
こ
と
が
で
き
る
。

３

委
員
会
は
、
次
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

æ

必
要
と
さ
れ
る
保
存
及
び
管
理
に
つ
い
て
特
定
す
る
こ
と
。

ç

保
存
管
理
措
置
を
作
成
し
、
及
び
採
択
す
る
こ
と
。

è

総
漁
獲
死
亡
率
（
非
漁
獲
対
象
種
の
も
の
を
含
む
。）を
考
慮
し
つ
つ
、
総
漁
獲
可
能
量
又
は
総
漁
獲
努
力
量
を

決
定
す
る
こ
と
。

é

漁
獲
へ
の
参
加
の
性
質
及
び
範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
。

ê

資
源
の
状
態
を
検
討
し
、
並
び
に
資
源
に
関
連
す
る
情
報
を
収
集
し
、
分
析
し
、
及
び
普
及
さ
せ
る
こ
と
。

ë

条
約
水
域
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
水
域
の
漁
業
資
源
に
関
す
る
科
学
的
調
査
を
奨
励

し
、
促
進
し
、
及
び
、
適
当
な
場
合
に
は
合
意
に
よ
り
、
調
整
す
る
こ
と
。

ì

次
条
の
規
定
に
従
っ
て
作
成
す
る
予
防
的
な
取
組
方
法
に
基
づ
き
資
源
を
管
理
す
る
こ
と
。

í

効
果
的
な
監
視
、
規
制
、
監
督
及
び
取
締
り
の
た
め
の
適
切
な
協
力
の
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
。

î

条
約
水
域
に
お
け
る
規
制
及
び
取
締
り
に
関
す
る
措
置
を
採
択
す
る
こ
と
。

ï

科
学
的
調
査
を
目
的
と
す
る
漁
獲
の
実
施
に
関
す
る
措
置
を
作
成
す
る
こ
と
。

ð

デ
ー
タ
の
収
集
、
提
出
、
検
証
、
取
得
の
機
会
及
び
使
用
に
関
す
る
規
則
を
作
成
す
る
こ
と
。

ñ

適
当
な
場
合
に
は
秘
密
を
保
持
し
つ
つ
、
最
良
の
科
学
的
助
言
の
入
手
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
、
正
確
か
つ

完
全
な
統
計
的
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
及
び
普
及
さ
せ
る
こ
と
。

ò

遵
守
委
員
会
、
科
学
委
員
会
、
他
の
補
助
機
関
及
び
事
務
局
に
対
し
指
示
す
る
こ
と
。

ó

機
関
の
予
算
を
承
認
す
る
こ
と
。

ô

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
活
動
を
実
行
す
る
こ
と
。

４

委
員
会
は
、
そ
の
手
続
規
則
を
採
択
す
る
。

５

委
員
会
は
、
国
際
法
に
従
い
、
こ
の
条
約
の
非
締
約
国
の
旗
を
掲
げ
る
船
舶
が
委
員
会
の
合
意
し
た
措
置
を
遵
守

す
る
よ
う
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
採
択
す
る
。

６

委
員
会
は
、
そ
の
決
定
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
科
学
委
員
会
及
び
遵
守
委
員
会
か
ら
の
勧
告
及
び
助
言
を
十
分

に
考
慮
し
、
特
に
、
資
源
の
生
物
学
的
一
体
性
そ
の
他
の
生
物
学
的
特
性
を
十
分
に
考
慮
す
る
。

７

委
員
会
は
、
効
力
を
有
す
る
自
己
の
保
存
管
理
措
置
及
び
監
督
措
置
を
公
表
し
、
並
び
に
実
行
可
能
な
限
り
条
約

水
域
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
他
の
保
存
管
理
措
置
の
記
録
を
保
持
す
る
。

８

３
に
規
定
す
る
措
置
に
は
、
次
の
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

æ

採
捕
す
る
こ
と
の
で
き
る
種
の
量

ç

漁
獲
が
可
能
な
水
域
及
び
期
間

è

採
捕
す
る
こ
と
の
で
き
る
種
の
大
き
さ
及
び
性
別

é

使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
漁
具
及
び
漁
法

ê

漁
獲
努
力
量
（
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
船
舶
の
数
、
種
類
及
び
大
き
さ
を
含
む
。）

ë

地
域
及
び
小
地
域
の
指
定

ì

種
を
保
護
す
る
目
的
で
漁
業
を
規
制
す
る
他
の
措
置

í

こ
の
条
約
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
他
の
措
置

９

こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
委
員
会
が
採
択
す
る
保
存
管
理
措
置
及
び
監
督
措
置
は
、
第
二
十
三
条
の
規
定
に
従
っ
て

効
力
を
生
ず
る
。

10

委
員
会
は
、
千
九
百
八
十
二
年
の
条
約
第
百
十
六
条
か
ら
第
百
十
九
条
ま
で
の
規
定
を
考
慮
し
つ
つ
、
こ
の
条
約

の
目
的
の
達
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
委
員
会
が
認
め
る
い
ず
れ
か
の
活
動
に
つ
い
て
、
こ
の
条
約
の
非
締
約
国
又
は

こ
の
条
約
の
当
事
者
で
な
い
漁
業
主
体
の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
損
な
う
と
委
員
会
が
認
め
る
い
ず
れ
か
の
活
動
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
締
約
国
の
注
意

を
喚
起
す
る
。

æ

締
約
国
に
よ
る
こ
の
条
約
の
目
的
の
達
成

ç

当
該
締
約
国
に
よ
る
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
の
遵
守

12

委
員
会
は
、
他
の
組
織
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
て
条
約
水
域
に
お
け
る
海
洋
生
物
資
源
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
こ
の
条
約
の
目
的
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
措
置
と
の
整
合
性
の
確
保

に
努
め
る
。

13

委
員
会
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
機
関
の
作
業
に
参
加
し
な
く
な
っ
た
と
決
定
す
る
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国

と
協
議
す
る
。
ま
た
、
適
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
取
り
組
む
た
め
の
決
定
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

第
七
条

予
防
的
な
取
組
方
法
の
適
用

１

委
員
会
は
、
漁
業
資
源
の
保
護
及
び
海
洋
環
境
の
保
全
の
た
め
、
予
防
的
な
取
組
方
法
を
漁
業
資
源
の
保
存
、
管

理
及
び
開
発
に
つ
い
て
広
く
適
用
す
る
。

２

委
員
会
は
、
情
報
が
不
確
実
、
不
正
確
又
は
不
十
分
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
層
の
注
意
を
払
う
。
十
分
な
科
学
的

情
報
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
保
存
管
理
措
置
を
と
る
こ
と
を
延
期
す
る
理
由
と
し
、
又
は
と
ら
な
い
こ
と
と
す
る

理
由
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

委
員
会
は
、
こ
の
条
の
規
定
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
予
防
的
な
取
組
方
法
の
適
用
に
関
す
る
最
良
の
国
際
慣
行

（
千
九
百
九
十
五
年
の
協
定
附
属
書
Ó
及
び
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
の
千
九
百
九
十
五
年
の
責
任
あ
る
漁
業
に
関

す
る
行
動
規
範
を
含
む
。）に
考
慮
を
払
う
。

第
八
条

委
員
会
の
会
合

１

委
員
会
は
、
年
次
会
合
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
会
合
を
開
催
す
る
。

２

委
員
会
の
第
一
回
会
合
は
、
締
約
国
の
う
ち
二
以
上
の
国
が
条
約
水
域
に
お
い
て
漁
獲
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
か
ら
三
箇
月
以
内
に
開
催
す
る
も
の
と
し
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
こ
の
条
約

の
効
力
発
生
か
ら
六
箇
月
以
内
に
開
催
す
る
。
ナ
ミ
ビ
ア
政
府
は
、
委
員
会
の
第
一
回
会
合
に
つ
い
て
締
約
国
と
協

議
す
る
。
仮
議
事
日
程
に
つ
い
て
は
、
会
合
の
日
の
一
箇
月
前
ま
で
に
各
署
名
国
及
び
締
約
国
に
通
報
す
る
。

３

委
員
会
の
第
一
回
会
合
は
、
特
に
、
事
務
局
に
よ
る
附
属
書
の
規
定
の
実
施
に
関
連
す
る
経
費
並
び
に
第
六
条
３

ð
及
び
ñ
に
規
定
す
る
委
員
会
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
措
置
を
優
先
的
に
検
討
す
る
。

４

委
員
会
の
第
一
回
会
合
は
、
機
関
の
本
部
で
開
催
す
る
。
そ
の
後
も
、
委
員
会
の
会
合
は
、
委
員
会
が
別
段
の
決

定
を
行
わ
な
い
限
り
、
機
関
の
本
部
で
開
催
す
る
。

５

委
員
会
は
、
締
約
国
の
代
表
の
う
ち
か
ら
議
長
及
び
副
議
長
を
選
出
す
る
。
議
長
及
び
副
議
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

年
の
任
期
で
在
任
す
る
も
の
と
し
、
更
に
二
年
の
任
期
に
つ
い
て
一
回
に
限
り
再
選
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
。
最
初

の
議
長
は
、
委
員
会
の
第
一
回
会
合
に
お
い
て
最
初
の
任
期
を
三
年
と
し
て
選
出
さ
れ
る
。
議
長
及
び
副
議
長
は
、

同
一
の
締
約
国
の
代
表
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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